
（別紙３）

～ 令和7年2月28日

（対象者数） 5 （回答者数） 4

～ 令和7年2月28日

（対象者数） 10 （回答者数） 10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

他事業所や保育園を併用する利用者も多いため、必要に応じ
て合同支援会議を開催し情報の共有や支援の統一に努めま
す。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

多目的の部屋を有効に使用できるよう予定表の活用や優先度
の検討が必要と思われます。

2

3

保育士の他、医師、看護師、訓練士が常在しているため、多角
的な評価を行い支援計画に反映することがでます。

個別支援計画に沿った支援において疑問や課題が生じた場合に
その都度、速やかに検討の場を設定することができます。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

限られた空間で多機能型を運営するため、時間帯や放課後等デ
イサービス利用者の⾧期休業中などは、部屋が狭く感じられる
ことがあります。

多目的に使用できる部屋が一部屋あるが、専用ではないため適
宜使用できるわけではありません。

令和7年2月5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月3日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 多機能型事業所いくま（児童発達支援）

○保護者評価実施期間 令和7年2月5日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


